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登録リスト（該当：66件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田地域の高校の蚕産業についての歴史]	上田地域の高校の蚕産業についての歴史	上田市にある上田東高等学校。旧小県蚕業学校とも言い、農業課程・林業課程・蚕業課程がありました。

学校の校内には蚕業学校時代をしのぶ、しだれ桑が植えられています。さらに、爆撃の際に黒ずみになった欅の痕跡が今も残っています。

そして、この学校の有名な人といえば鈴木敏文さんです。
鈴木敏文さんは、坂城町の生まれで、小県蚕業学校の出身です。また、セブンーイレブンの元社長でもあります。鈴木社長は、創立120周年の時には「変化対応」というメッセージを贈っており、今でも石碑に刻まれています。
創立130周年では、新型コロナウイルスの影響でオンライン開催になりましたが、実際に貴重なお話を聞かせていただきました。
その際、「この学校はとても長い歴史があります。」と言い、実際に学生時代に経験したことを	2024-01-23
	2	[image: 建設中のサントミューゼ2013/11/22]	建設中のサントミューゼ2013/11/22	上田市の複合的文化施設「サントミューゼ」が開館したのは2014/10/02です。2013年11月はまだ建設途上でした。

千曲川河川敷の桑畑であったこの区画に鐘紡上田工場が建設され、1937年に操業を始めました。当時の様子の映像がネット公開されています。

（上田市マルチメディア情報センターの動画）

戦後は日本専売公社（後に日本たばこ）の工場となり、その跡地の再開発が進められてきました。	2023-12-23
	3	[image: 倉澤家蚕室]	倉澤家蚕室	今回は別所温泉にある倉澤家蚕室に訪れた。中心温泉街のつきあたりに位置する。

蚕種製造家、倉澤運平によって大正5年に建てられ、蚕の飼育や桑の保存に利用されてきた建物である。
温泉街の風景の中で、ここが蚕糸業で栄えた「シルクの里」でもあったことを伝える象徴的存在である。

石積み擁壁の上に建つ二階建ての立派な蚕室で、かつての倉澤家の財力がうかがえた。	2023-11-26
	4	[image: 例）【蚕の観察日記】8月5日]	例）【蚕の観察日記】8月5日	2023/08/05
今日もいつも通り、蚕は動いていた。
桑の葉をおいてあげるともぞもぞと動き出しおいしそうに葉っぱを食べていた。

蚕の顔をよく見てみると目はあるがあまりあいていないように思える。もしかしたら、目があまり良くないのかもしれない。

住んでいる所は蓋もないが逃げ出さないのは何故なのだろう。
次の授業のときに調べて見ようと思う。	2023-08-05
	5	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	6	[image: 信州大学　繊維学部　講堂]	信州大学　繊維学部　講堂	中には入っていないが、素敵な講堂を見つけた。
これは、信州大学繊維学部の前身である上田天蚕専門学校の講堂である。この講堂の特徴は、蚕糸のシンボルである桑・繭・蛾が各所に意匠として付けられている点である。口の天井の換気口には繭と蛾、ステージの柱には桑、アーチ の縁飾りには蛾と桑、演台には蛾と繭、脇台には桑が使われている。映画のロケ地としても使われている。

参考文献
「信州シルクロード」より
https://shinshu-silkroad.jp/%E4%BF%A1%E5%B7%9E%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%B9%8A%E7%B6%AD%E5%AD%A6%E9%83%A8%E8%AC%9B%E5%A0%82/	2023-02-06
	7	[image: 久米正雄(くめまさお)]	久米正雄(くめまさお)	久米は、明治２４年上田片平町（大手町）で生まれました。父由太郎は明治２８年小県郡立高等小学校兼上田尋常小学校校長として勤務していましたが、明治３１年、父が校長を務めていた上田尋常高等小学校上田分教場が焼失。その責めを負って父が自刃してしまったため、一家は母の実家福島県安積あさか郡桑野村へ転居し、ここで久米は中学時代を過ごしました。
　この時代に、安積中学校の教頭と国語教師に指導を受け、俳人としての才能を見込まれ、将来を嘱望されるまでになりました。中学校在学中に「笹鳴吟社」を結成、また、学校教員の集まりである「群峰社」にも参加。桑野村を訪れた正岡子規や河東碧梧桐かわひがしへきごとうの影響を受け、新俳句会への道を進み、一高時代には碧門下の日本派俳人として知られるようになりました	2023-02-01
	8	[image: 桑原康盛等連署起請文]	桑原康盛等連署起請文	この一族は、信州の海野幸貞の被官ひかん衆。桑原くわばら氏は更級郡桑原（千曲 市）、塔原とうのはら氏は筑北地方の塔ノ原（東筑摩郡明科町）を本拠とする海野氏血族である。山崎氏・城内氏も、筑北地方の地侍じざむらいであろう。誓詞の最後の条からみて、上杉氏の勢力と接する地域であるため、特に警戒されたようです。

起請文の内容はほぼ似ているようですが、これを含めた三通は特に従順な忠誠心を誓わせているようです。

https://museum.umic.jp/ikushima/kishomon/rokukajyo.html	2023-01-30
	9	[image: 桑皮生産増強に就て(『西塩田村公報』第５号2項)]	桑皮生産増強に就て(『西塩田村公報』第５号2項)	桑皮生産の増強についての記事である。上田は桑栽培の適作地であったことから桑が多く栽培されていた。
蚕の餌として生産していたと考えていたが、戦時中は繊維資源としても生産していたようである。

また、「東亜共栄圏」という言葉が多く使われている。
日本政府がスローガンとして使っていただけでなく、日常でも「東亜共栄圏」という言葉が使われていたことが分かる。

▼この記事は以下から参照できます。
#928 『西塩田村公報』第5号(1942年5月22日)2頁	2023-01-25
	10	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	11	[image: 給桑上の注意]	給桑上の注意	当時の蚕への給桑について書かれていました。
桑の状況や蚕の状況、気温などに考慮して与えていたのかが分かります。
蚕の食欲に普通期、此連食期、間食期、休食期があるのがとても興味深かったです。

この記事は以下から参照できます。
「西塩田時報」第１４２号(１９３５年９月１日)４貢	2022-12-26
	12	[image: 枝垂（しだれ）桑]	枝垂（しだれ）桑	枝垂（しだれ）桑

蚕糸試験場　蚕糸の森公園
東京都杉並区

桑の品種改良がおこなわれ沢山の品種が生まれた
観賞用の品種


史料ID	タイトル	西暦	備考	発行年月	配置	目録頁	分類番号	巻・号	著者	発行元	発行場所
文献	cb-福-14	桑品種の図解	1925		大正14年11月			B-福-14			福島県桑苗同業組合	福島県

文献	c亅-1-96	桑品種図説	1926		大正15年8月			亅-1-96			長野県蚕業試験場	

文献	ca-2-12	桑品種図説	1926		大正15年3月			A-2-12			長野県蚕業試験場
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto/

naganuma	2022-12-17
	13	[image: 桑の葉を上田名物へ（？）]	桑の葉を上田名物へ（？）	養蚕業の名所となった上田ですが、近年は正直見向きもされないような産業です。そこで、上田でよく採れた桑の葉を用いてお茶やお菓子を作り、お土産として売り出そうという動きがあります。「みすゞ飴」などで有名な飯島商店は「桑の葉糖」というお菓子を、上田市観光協会では石鹸を作るなど、自地域の特色を十分に発揮した商品を売り出しています。上田駅などにもあるのでお土産にどうぞ。	2022-12-05
	14	[image: 市内にある「桑の葉」]	市内にある「桑の葉」	上田市内は気候などの条件が良く、果実が多く最愛されています。もちろん桑も非常に多く栽培され、特に塩尻地方には桑園が多くありました。現在の上田市に桑園はほとんどありませんが、もともと桑園だった土地にある上田西高校は、制服に桑の葉のマークを取り入れています。
（画像は上田西高校のHP「上田西高の教育」より抜粋）	2022-12-05
	15	[image: 信州で養蚕が盛んなワケ]	信州で養蚕が盛んなワケ	　なぜ長野県で養蚕が盛んになったのだろうか。
　蚕を育てるには桑の葉が必要だ。その桑を栽培するのに信州の山がちな土地は適していたのだ。日当たりがよく、水はけがよいという条件が揃っていたため桑の栽培が進み養蚕業の発展につながった。	2022-12-01
	16	[image: 上田の養蚕]	上田の養蚕	　他県よりずば抜けて養蚕が盛んだった長野県の中でも上田は特に養蚕業で栄えていた。
　それは、千曲川の恩恵によるものである。上田盆地は桑の栽培に適していただけでなく、年間降水量が少ないことで蚕の飼育にも適していた。上田は、蚕の餌となる桑の栽培にも、蚕の生育にも適した土地であるという要素が重なって生まれた”蚕都”なのである。	2022-12-01
	17	[image: 振り返って]	振り返って	これまで上塩尻と桑折町における養蚕業について説明してきました。上塩尻では養蚕に関する情報がいくつも残されていましたが、桑折町には残されている遺産はほとんどなく、情報や文献が少ないように感じました。現地に赴くことでしか分からないこともあるので、帰省した際にはじっくり散策を行い、再確認したいと思います。

小学校中学年の頃に理科の授業の一環として蚕を飼育していたことや祖父母の家でも養蚕が営まれていたという話から「養蚕」というテーマには馴染みがありました。しかし、私自身地元のことであるのにも関わらず新たな発見がたくさんあり、視野を広げて興味を持ってみることの重要性を実感しました。地域産業の誇りとなった養蚕業の歴史を上塩尻での取り組みのように何らかの形で未来に繋いでいけるのが理想の形	2022-11-30
	18	[image: 養蚕に適した気候上田]	養蚕に適した気候上田	上田は古くから養蚕業が栄えていました。かなり古い歴史を持つ上田の養蚕業は、世界に向けても、輸出され蚕の産地として名を轟かせました。上田は降水量が少なく、乾燥しているため、蚕が育てやすく、長野は傾斜地が多いため蚕の餌になる桑などを生育しやすいという有利になる利点がありました。具体的には、上田の年間の平均降水量は約900mmであり、日本の平均降水量は1718mmであり、上田は全国平均の約半分ほどであるということが分かります。また、傾斜か多いため果樹や桑を育てることに有利な条件である水はけが良いということもあり、上田は気候の面でも後押しされて養蚕業が栄えてた要因の一つは気候であると言えるでしょう。	2022-11-30
	19	[image: 桑折における養蚕業②]	桑折における養蚕業②	現在桑折町では製糸業は営まれていません。しかし、いくつか名残りのある場所を発見したのでそれについて述べていきます。

まず、桑折町における養蚕業①で触れた郡是製糸工場ですが平成15年に建物が解体された後、東日本大震災の災害公営住宅が建てられています。郡是製糸工場時代の面影は庭園の一角にある「多行松」のみになってしまいましたが、「桑折町蚕糸記念公園」と名を付け、養蚕業によって繫栄した歴史を伝え、町民や来訪者の交流の場になることを願って新たに公園として再生されました。また、桑折町の伊達崎と呼ばれる地区にはかつて養蚕家だった大きな家が見られる他、桑折町の本町通りにある商店街には繭を取り扱う問屋である蚕問屋が今でも残されています。そして、実際に私が通っていた醸芳中学校では校章に桑の葉が	2022-11-30
	20	[image: 桑折における養蚕業①]	桑折における養蚕業①	福島県の北側に位置する桑折町は現在毎年皇室に桃を献上することから献上桃の郷として知られていますが、実は古くから養蚕との関係が深い地域とされています。

養蚕には、蚕を育てて繭を出荷する養蚕業と蚕種の売買の二つがありますが、桑折町では江戸時代からそのどちらの生産も盛んでした。そのため、桑折町を含む伊達地方の蚕種（蚕の卵）は「奥州本場蚕種」として全国に販売され、輸出もされていました。その後、明治からの昭和初期にかけては製糸業が発展しました。昭和８年には郡是製糸工場が桑折町に建てられ、約500人の女性従業員を雇用すると共に工場内に「家政女学院」が設立されたことにより、女性に教育と労働の機会が与えられたといいます。昭和２２年には昭和天皇も視察として訪れ、記念として「蚕祖神」の記念碑の建設	2022-11-30
	21	[image: 養蚕の証]	養蚕の証	祖父母の家では農業の一環として養蚕が行われていた。当時使用していた道具が今も残されているそうなので取材もかねて訪問してみることにした。

一枚目の写真は糸を巻き付けておくもので内側には軸となる棒を通すための穴が開いている。
二枚目の写真は蚕の排せつ物を処理するための道具で蚕のいる台に敷き上に桑の実を置くことで登ってくるらしい
三、四、五、六枚目は桑を採るための道具で木を切るためのものや桑を木から外すための道具がある。
七、八枚目は実際に養蚕が行われていた建物で側面の通気口や天井に回転まぶしをぶら下げるための針金などが残されている。	2022-11-30
	22	[image: 老農船津伝次平]	老農船津伝次平	船津伝次平は日本三老農の一人で養蚕の基本である桑栽培を研究し「桑苗簾伏法」を出版した。また、養蚕に限らず農業の近代化に貢献しており東京大学農学部（駒場農学校）の講師として農学の指導をしていた。	2022-11-30
	23	[image: 眞田神社]	眞田神社	　眞田神社は上田城本丸跡に鎮座しており、真田氏、仙谷氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。しかし、本来は松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平（しょうへい）神社と称していた。

　松平家は、真田氏、仙谷氏のあと、江戸時代中期から明治の廃藩に至るまで7代160余年の長きにわたる上田藩主であった。
　上田藩主となった系統の藤井松平氏の初代忠晴公は、隠退後は忠山と号した。寛文9年（1669）に亡くなった。忠山公の御墓所は京都の金戒光明寺にあり、京都に忠山公の御霊をまつる忠山社が設けられてもいた。これが眞田神社の起源となっている。

　明治維新の変革の中、国に接収された上田城もまもなく民間に払い下げられ、城跡は急速に桑園・麦畑などに変化していった。そのような情勢の中で、旧上田藩士や	2022-11-30
	24	[image: 上塩尻まちあるき：西側の板壁]	上塩尻まちあるき：西側の板壁	上塩尻は千曲川下流域（西方向）から吹き込む風が強いため、桑の葉に付く蚕の害虫であるカイコノウジバエを吹き飛ばすため質のよい桑が取れることが蚕種製造に適していたと言われています。実際にどの程度、西風が強いのかはわかりませんが、風が強かったことを物語っているのが建物の西側の壁一面に張られた板壁です。岩井小路にあるこの馬場邸の建物に西壁の板壁が残っています。風に吹きつけられると漆喰壁が傷むらしく、板壁で覆ってそれを防いでいるということです。

この板壁は景観的にも特色があり、写真集『民家の風貌』(小林昌人著、1994年)にも馬場家のこの板塀の景観が収録されています。	2022-11-29
	25	[image: 常田館資料室]	常田館資料室	長野県での蚕種製造の歴史は上田地方が最も早く、藤本善右衛門家によって寛文の時代に始められたとされている。はじめ奥州産蚕種を仕入れ販売していたものが、次第に奥州へ出向き蚕種製造をするようになり、自家製造へ発展し全国へと販路を広げていった。上田地方が日本一の蚕種製造地帯となった背景としては、蚕種の改良と歩桑による種繭の生産によるものである。	2022-11-28
	26	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地であった。年間降水量が少ないことも蚕の飼育に適していたため、上田盆地は春蚕の産地であった。	2022-11-28
	27	[image: 上田の蚕業について④]	上田の蚕業について④	蚕業を行っていた頃の農家の主婦についても現在の社会の状況と重なる部分が多々あります。
女性の労働について記録された書籍(「人権の確立と女性のあゆみ」 (平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会　発行者　上田市・上田市誌刊行会より)に載っている写真を見ると、家の一角のような場所で女性や子どもが写っていたり、女性が男性に交じって働く写真があったり、特定の性別や年齢で限らず、人々の生活に蚕業が根付いていたように思われます。特に女性の仕事は家事育児、給桑作業や農作業など多岐にわたるように見受けられました。
同誌によると、

「明治から大正期に蚕糸業が全盛であった上田地域では、多くの農家の主婦が蚕の世話に始まる農作業や家事に追われ、目の回る忙しさでした。乳幼児をかかえた母親たちも例外ではなく、重	2022-11-28
	28	[image: 上田の蚕業について①]	上田の蚕業について①	上田の蚕業の発展について記された書籍では、「町村誌をみると、『男、農桑を業とす、農隙養蚕、山稼をなす、。女、養蚕をなす。余間生糸及び縫織をなす。』とあるように、上田地方では桑が稲作に次ぐ重要な作物であり、男女とも養蚕を手掛け、」(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」37ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より抜粋)と述べられています。そのことから、男女が同じ事柄について役割分担を行い、分業して働いていたことがうかがえます。また、上田の女性の人権の確立について記録された書籍によると、江戸時代は仕事の線引きはあまりなく、必要とあれば一家が協力して家を回すという文化だったとのことです(「人権の確立と女性のあゆみ」134ページ(平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会	2022-11-28
	29	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	今では養蚕農家もほとんど見られなくなったが、蚕の餌となる桑の木が上田市には数多く存在する。みすゞ飴本舗では、桑の実を使った商品を作ろうとして試行錯誤の末に昭和40年代初頭に桑の実ジャムが製品化した。

期間限定の販売ではあるが、上田ならではの珍しいジャムである。	2022-11-27
	30	[image: 旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）]	旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）	旧上田蚕糸専門学校は1910（明治43）年に設立しました。信州大学繊維学部の講堂が登録有形文化財として保存されています。この建物は蚕糸にちなんだ桑・繭・蛾の意匠が内部の各所に付けられていることが特徴です。	2022-11-27
	31	[image: 常田館製糸場見学1]	常田館製糸場見学1	蚕都上田について学ぶため、常田館製糸場に見学に行ってきました。
上田駅から常田館製糸場に行くまでの道で「蚕影町の由来」と書かれた看板を見つけました。そこの周辺が一面桑畑であったことや、常田館が建設されて、機械製糸業が主流となり、蚕の道（シルクロード）と呼ばれて蚕都の全盛を迎えたことなどが書かれていました。神社や町の名前に「蚕」という字が入るほど、蚕糸業が当時の生活に大きな影響を与えていたのだと感じました。	2022-11-24
	32	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	33	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	現在のみすゞ飴本舗は、上田駅から出荷される蚕の繭の一時集積用に建てられた繭蔵でした。蚕の業の衰えとともに次々と壊されていった繭蔵の中で、僅かに残った2棟を飯島商店が購入し、今は国指定登録有形文化財となっています。
みすゞ飴や、蚕の餌でもあった桑の木の実のジャムも販売されています。

場所  お城口から徒歩3分
営業時間  10:00～18:00	2022-11-03
	34	[image: しだれ桑]	しだれ桑	蚕都上田のシンボルであるしだれ桑。皇居内御養蚕所、富岡製糸場など多くの蚕糸関連施設に植栽がみられる。また、天皇皇后両陛下は2代2度にわたり、上田地域を代表する蚕糸施設として笠原工業を訪れている。	2022-10-30
	35	[image: こんなところに桑の木]	こんなところに桑の木	蓼科高校の「立科町探検隊」で生徒をマイクロバスで見送った後、私はふるさと交流館から車を停めた権現の湯に歩いて移動。このようなまったりとした地域散策は久しぶりです。いろいろな発見に満ち満ちた面白い体験。

何とここでは桑の木を発見。養蚕がなされなくなって数十年が経過したにもかかわらず、ここに伐根されていない桑の木があるとは。その希少さに感動です。	2022-10-18
	36	[image: 長野県の蚕の歴史]	長野県の蚕の歴史	今回、私は、上田市と岡谷市の養蚕と製糸産業の歴史について調査をした。このテーマにしようと考えた理由は、上田市と岡谷市で蚕にまつわる歴史があったからだ。私の地元の岡谷市は、かつて製糸産業が盛んだった。そして、上田市は、「蚕都」と呼ばれるように、養蚕の地であった背景がある。養蚕と製糸という、蚕によって結びつけられたテーマを元に、今回は、調査結果を述べていく。
はじめに、上田市の養蚕についてだ。蚕種製造・養蚕は、寛文の時代 (1661~1673) に始まった。蚕の飼育をする上で、気候が適していたため、春に育成していたようだ。一方、岡谷市の製糸は、幕末から明治にかけて盛んになっていった。「近代国家」への転換のための、外貨の獲得に、岡谷市の製糸産業は大きな貢献をしたようだ。
上田市で、養蚕が盛んになっ	2022-08-05
	37	[image: 桑の木]	桑の木	上田の上塩尻地区にあるゆうすげと蝶の里の訪問で撮影しました。写真の桑の木は品種改良を施しており、施していないものと比較して葉が3倍程度大きくなっています。また、桑の実も多くなっており、初めて試食しました。意外と美味しかったです。	2022-06-20
	38	[image: 喜光堂の桑の葉ほうじ]	喜光堂の桑の葉ほうじ	喜光堂さんで信州上田のお茶『桑の葉ほうじ』を買いました。養蚕業が盛んだった頃、桑の葉は蚕の餌とされていました。その桑の葉を喜光堂さんの技術で焙煎されたのが桑の葉ほうじです。
実際に飲んでみると、甘いものにもしょっぱいものにもよく合い、美味しかったです。
桑の葉ほうじは健康に良く、便秘や高血糖に効果があるそうです。
お茶の他にも、抹茶ソフトクリームやほうじ茶ソフトクリームも美味しいのでぜひ食べてみてください。	2022-05-10
	39	[image: 千曲川と蚕種]	千曲川と蚕種	上田市の蚕種産業が盛んになったきっかけとして千曲川の存在が大きい。川原の乾燥地帯という蚕種に好条件な土地に、千曲川の下流部の最も適した場所では、両岸から岩鼻の断崖がせまっており、谷幅８５０ｍという狭い谷となっている。そのため風はこの峡谷を通って強風となり吹き付ける。つまり下流部年中川風が吹いていた。この強風の影響で蛾を死滅させてしまう害虫「カイコノウジバエ」は桑葉に産卵が出来なかった。そのため、卵の植え付けられていない歩桑が育つというわけである。この歩桑の活躍もあり上田の蚕種は大きく成長した。	2022-02-09
	40	[image: 5 当時の上田市について]	5 当時の上田市について	上田市の文化的特徴と言えばやはり「蚕都」として発展した点です。
養蚕業、製糸業を始め関連産業が好況で、桑園も拡大していき、多くの住民が蚕中心の生活をしていたのだと思われます。また、こういった街の繁栄は演劇等の娯楽にも広がり、演芸館・劇場が建つこともありました。さらに、市民の生活用品である酒類・醤油・味噌を扱う店、綿糸・染物を商う店、魚・金物・雑貨を商う店が集まり、上田の町の繁栄を支えていました。

観光の面でも産業の面でも古くからにぎわっていた街であり、また別所温泉などの温泉宿も多くあったため、観光地としても発展していたのではないでしょうか。

信州最古の温泉である別所温泉は明治時代にはすでに年間宿泊、入浴客数が２万人を超えており、大正時代には観光旅館として設立し温泉収入が別所	2022-02-09
	41	[image: 3.蚕(カイコ)という虫について]	3.蚕(カイコ)という虫について	今回のテーマである蚕糸産業では蚕という虫が欠かせない存在です。そんな蚕について解説していきます。

長野県民の方なら授業で習う機会もあるらしいのですが、県外出身の私は授業などで習ったことはなく、名前だけしか知りませんでした。

蚕(カイコ)という名前は知ってるけど、どういった虫かはあまり知りませんよね。

カイコは別名カイコガ(学名：Bombyx mori)
チョウ目カイコガ科に属する昆虫です。

蚕は自然界に存在しない虫で、遥か昔に家畜化された虫なので人間が世話をしないと生きていけない虫なのです。

何故、世話をしなければ生きていけないのか
・幼虫の頃は脚が弱く、葉にくっつけないから。
・成虫になり、羽があるのに一切飛べないから。

蚕の起源
5000年前の中国で東アジアに生息するクワコという蛾の一種を糸と	2022-02-02
	42	[image: 上田工業の歴史]	上田工業の歴史	①蚕のまち上田
江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県経済は蚕糸業に支えられていた。上田はそんな長野県中でもいわゆる「蚕都」として名をはせていた。その要因としては、扇状地や河岸段丘の発達により桑の栽培適地であったこと。また、雨が少なく乾燥した気候が蚕の飼育に適していたこと。そして全国にさきがけて開校された、小県蚕業学校（現在の上田東高校）や上田蚕糸専門学校（現在の信大繊維学部）などによる蚕業教育が充実していたことが挙げられる。

②精密機械工業へのシフト
長野県が戦前から養蚕・製糸業に代えて精密機械工業へと産業育成の重点をうつし、かつ終戦後の1960年代には高度経済成長で商工業が発展したこともあり、上田の蚕糸業（養蚕、蚕種、製糸）も例外なく衰退を迎えた。しかし蚕糸業で培われた技術的	2022-01-25
	43	[image: 上田の蚕種業]	上田の蚕種業	【上田の養蚕業】
江戸の末期から昭和にかけ、全国一の養蚕地帯でった長野県。特に上田地方は千曲川から広がる桑の栽培に適した地形と降水量の少ない養蚕に適した気候、そして蚕種の改良から日本一の蚕種製造地帯であった。中でも上田盆地は春蚕の生産地であり、松本盆地の夏秋蚕と対比されていた歴史がある。

【上田の蚕種の歴史】

-蚕種の始まり-
長野県では上田地方がいち早く、藤本善右衛門家によって1661年～1673年に蚕種製造がはじめらた。
上田地方の蚕種製造は
①奥州産蚕種を仕入れ販売（仕入種）
②奥州へ出向き蚕種製造（手作種）
③自家製造（地種）
と順を追って成長し全国に販路を広げていく。


-蚕種製造が盛んになった背景-
① 江戸時代、経済が発達による養蚕業や織物業の奨励
② 蚕種・養蚕・製糸の分業化
この	2021-12-22
	44	[image: 鍛冶職人の世界]	鍛冶職人の世界	鍛冶職人を集めて住まわせた上田の鍛冶町では、1706年の記録によると、32軒の鍛冶屋があった。それが、明治末には半数以下に減少してきた。
一人前の鍛冶職人になるためには、親方のところに弟子入りして、一定の年季をかけて修行した。これを徒弟制度といいい、親方は弟子に厳しく技を仕込んだ。
鍛冶町の鍛冶屋では、桑こき、稲こきや馬耕用の犂先なども生産したが、回して開ける柏錠もよく作られた。	2021-12-15
	45	[image: 桑の実ジャム]	桑の実ジャム	桑の実の収穫時期は6月中旬～下旬。
養蚕業で栄えていた上田ならではのジャムが、この「桑の実」ジャムです。蚕を育てるために、桑の木がたくさん植えられ、実る桑の実を使って、みすゞ商店さんの試行錯誤の末に生み出された品です。

年によって桑の実の収穫量が異なるため、生産量が限られる期間限定品です。	2021-11-24
	46	[image: 大正二年上田町市街図]	大正二年上田町市街図	測量による地図が作成されるようになったため、方位・縮尺が地図に記入されるようになり、凡例にある地図記号も用いられるようになった。しかし、かなり簡略化された地図だ。地図からは、市街地の周囲は水田や畑が広がっていたことがわかる。
大正期の上田は、養蚕業とその関連産業が隆盛を極めており、市街地北方に「大星川原種桑園」、南方に「鴨池種桑田」などの広大な桑園が見られる。
また、「上田蚕糸専門学校」（現信州大学繊維学部明治44年開校）、「小県蚕業学校」（明治25年開校、大正12年現在の上田東高校の地への移動）も見える。	2023-05-06
	47	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	48	[image: [14/09/11]上田市常盤城の街路樹「しだれ桑」]	[14/09/11]上田市常盤城の街路樹「しだれ桑」	上田市常盤城（ときわぎ）の国道18号線沿い、向源寺前に緑地帯があります。ここにしだれ桑が植えられています。信号待ちのせいで、街路樹のしだれ桑に目をやる余裕ができました。蚕都上田にふさわしい環境美化にブラボー！です。	2021-05-01
	49	[image: 上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ]	上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ	　私は、上田市と岡谷市の蚕糸業の比較として、蚕糸業における様々な施設についてまとめた。その中で理解した相違点や共通点、蚕の今後の展望についてまとめる。
・相違点
　同じ蚕糸業で栄えた上田市と岡谷市だが、上田市は「上田蚕種協業組合事務棟」や「常田館製糸場」の現存から養蚕業や製糸業を行っていたことがわかる。一方で岡谷は、「岡谷蚕糸博物館」に展示されている多数の繰糸機や「宮坂製糸所」の現存から製糸業で栄えたといえる。
・共通点
　岡谷市の工女さんは、1910年には岡谷の人口2万3000人に対して、工女さん1万5000人と65％を占めていた。その後、1930年には岡谷の人口7万6500人に対して、工女さん3万4500人と45％を占めており、工女さん達は岡谷市の支えとなっていた。工女さんは10代半ばから20代前半の若い女性で、重要な	2021-02-10
	50	[image: ミヤサカシルク トリートメントソープ(岡谷蚕糸博物館・宮坂製糸所)]	ミヤサカシルク トリートメントソープ(岡谷蚕糸博物館・宮坂製糸所)	　岡谷蚕糸博物館のショップでは、蚕のシルクを活用したスキンケア商品を販売している。石鹸や化粧水、クリームなどを販売しており、ネット通販も行っている。
　私は、岡谷蚕糸博物館に併設されている宮坂製糸場で、「ミヤサカシルク トリートメントソープ」と「ミヤサカシルククリーム」を体験させていただいた。シルクソープは無香料・無着色・合成界面活性剤不使用で肌にも優しく、少量できめ細やかな泡が立ち、使用後はお肌がすべすべになった。シルククリームはシルクの主成分であるフィブロインが配合されており、使用後はお肌がしっとりとして潤いが戻ったと感じた。少々高価ではあるもののプレミアム感があり、プレゼントにも良いと思った。お土産コーナーには他にも生糸やバッグ、ストールや、虫の佃煮や桑の実ジャムといっ	2021-02-10
	51	[image: エリスン桑畑]	エリスン桑畑	エリスンの桑畑です。
時期的に実がなってないため絵面は地味です。
エリスンの活動は遊休地を有効に活用できるとともに蚕糸の名残である桑畑を営むことで蚕糸業の派生産業として成り立っている一例と言える。蚕の餌である桑の葉は栄養価が高く、また葉だけでなく実や幹なども同様に商品としての可能性に着目できる。エリスンの経営理念上あまり利益を追い求めてはいないため成り立っているが産業として成り立たせるためには商品の開発が必須となるように感じる。また広大な土地の管理する人手、商品の販売ルートの開拓も必要で課題は山済みである。
　広大な土地を有効活用するとともに蚕都としての遺産と言える桑の栽培を活かせる今後の可能性のある産業である。	2021-02-01
	52	[image: 蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～]	蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～	
この動画は以下の再掲です。
「蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～」(2010/12/19)(蚕都上田プロジェクト)
→https://youtu.be/ALpsdlUN0zI?t=2624
（話し手：新津新生氏、桂木恵氏）
この動画はフリートークの中で藤本善右衛門縄葛(つなね)に言及している個所に頭出ししてあります。

以下のような言及がされています。詳細は動画でご確認ください。
・藤本善右衛門縄葛は、並外れた産業人であったと同時に教養人でもあった。
・縄葛文化レベルの高さは並大抵ではない。余技で書いた『続錦雑誌』は凄い。
・桑の葉にも数多くの種類があり、それを一つ一つスケッチ(正確には押し花)	2021-01-20
	53	[image: 吾が村の養蠶業を探る(『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁)]	吾が村の養蠶業を探る(『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁)	私の地元である岡谷市でも蚕業が盛んだったため、この記事に興味を持った。

桑芽が予想外の晩霜のため凍害となったことや、広報部員が飼育所を訪問した際に給桑室から楽しそうな合唱の歌声が流れて来たことなどが書かれており、当時の養蚕業の様子を事細かに知ることができる。

▼この記事は以下から参照できます。
#1251 『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁	2020-12-14
	54	[image: 桑樹栽培法（『西塩田時報』第48号（1927年11月1日）1貢）]	桑樹栽培法（『西塩田時報』第48号（1927年11月1日）1貢）	蚕都上田と呼ばれるほど蚕業が盛んであった上田であるが、餌となる桑の品質管理の大変さや飼育の苦労さが書かれている。

長野県は春は掃立と呼ばれる附加した蚕を蚕座に移して飼育する作業が遅く、秋は早く寒くなってしまうため成長期間が短い。長ければ長いほど良いため改正する必要がある。

小学校の時に蚕を飼育したことがあるのでこの記事に興味を持った。

▼この記事は以下から参照できます。
#207 『西塩田時報』第48号(1927年11月1日)1頁	2020-12-14
	55	[image: 常田館製糸場-5]	常田館製糸場-5	　当時の天皇皇后両陛下が御観賞された桑の木。左から臥竜桑・3倍体桑・枝垂れ桑の3品種が植えられている。常田館製糸場を有する笠原工業にはこれまで二代二度にわたって天皇皇后両陛下が訪れており、昭和39（1964）年に昭和天皇皇后両陛下が、平成28(2016)年に現在の上皇上皇后陛下がご視察されている。まさに、上田を代表する施設である。	2020-11-18
	56	[image: 信濃蚕種組合事務所外部及内部之図(日本博覧図1897所載)]	信濃蚕種組合事務所外部及内部之図(日本博覧図1897所載)	『日本博覧図』は関東を中心とした地域の名所旧跡、寺社、豪商の邸宅等を描いた銅版画集。1897年(明治30年)発刊の第12編には上田小県の寺社・邸宅等20点の銅版画が収録されている。「信濃蚕種組合事務所外部及内部之図」はその一つである。

信濃蚕種組合は1889年(明治22年)、藤本善右衛門(塩尻村)、工藤善助(丸子村)、田中忠七(上田町)、倉島弥平(神川村)、佐藤郡三(県村)の５人が発起人となって上田小県全域の蚕種製造家と販売業者が一緒になって結成した。良質の蚕種の製造と販売を保つため、蚕病検査、種繭の処理法、採桑の規定を設けて組合員に遵守させた。組合長の藤本善右衛門らは長野県に検査所を設ける運動を起こし、国会にも要請し1897年(明治30年)、蚕種検査法が成立した。その結果1898年(明治31年)、小県郡蚕種同業組合が設立された。1897	2020-09-24
	57	[image: 旧小県蚕業学校の校歌]	旧小県蚕業学校の校歌	2017/01/28投稿、マイブログからの転載。

長野大学に赴任した最初の年、まだ蚕都上田や小県蚕業学校などの予備知識がなかった頃、上田東高校を視察で訪れ、たまたま目にしたこの校歌に驚愕しました。「校基百年」碑の裏面に刻まれています。

作詞　土井晩翠
作曲　岡野貞一

小県蚕業学校は1892年の創立です。明治以後の唱歌で最も著名な作詞家、作曲家の名前を見て、何という歴史のある学校かと。さらには歌詞がただ事ではない。

３番まで歌詞がありますが、２番の歌詞は少し来るモノがあります。

♪国の富増し　世を利する
　わが蚕業の　尊きを
　あけくれ常に　胸にして
　青春の子ら　励み合う

富国の中核産業であった蚕業を担う人材を育成する使命が謳われています。蚕業の尊さを明けても暮れても胸にして励まし合う。土井	2020-07-18
	58	[image: 雪で姿を現す段々畑の桑園]	雪で姿を現す段々畑の桑園	2018/01/23、雪が降った塩尻の背後の山々を上田道と川の駅から遠望してみました。道と川の駅と塩尻は千曲川を挟んで対峙しています。視界を遮るものがないので、よく遠望できます。

山腹に水平に走るいくつもの筋が見えます。これが段々畑の跡です。ふだんは見えませんが、雪が降ると段々畑の筋がはっきりと視認できるようになります。

以前見た時より筋が多くありませんが、この現象は雪の降雪の度合いなどにも影響するのでしょう。それでも筋がはっきりと見えます。久しぶりに段々畑の桑園の筋を見ました。	2020-07-18
	59	[image: 上塩尻元宿・蚕室民家の佇まい、清水さん宅]	上塩尻元宿・蚕室民家の佇まい、清水さん宅	2018/11/05、上塩尻・元宿の清水さん宅を訪れました。元宿は上塩尻の中心である北国街道沿いの大村とは違い、千曲川沿いの平坦な土地に広がる区域です。かつて千曲川の大洪水により壊滅的な被害を受けた歴史的背景があります。その一方で、千曲川の上流から運ばれる肥沃な土砂が桑の栽培に適し、この地の蚕種製造を育みました。この条件は千曲川沿いに広がる下塩尻にも共通しています。

清水さん宅の主屋は上田市の調査資料によると明治28年に建てられたらしい。蚕種製造民家の多くが明治20年代に建てられています。門の構えも立派です。中庭も丁寧に手入れがされて、屋敷全体の佇まいが美しい。家の品格というものを感じます。

清水さん宅の敷地からは上塩尻の中心の集落が遠望できます。背後に虚空蔵山系の山が一望できます。蚕種製造	2020-07-18
	60	[image: 全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション]	全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション	全国町並みゼミが2018/11/16～18の３日間にわたり松代を会場に開催されました。全国から200名を超える人々が集う全国規模のイベントです。最終日11/18の午後、いくつかのコースに分かれてエクスカーションを実施しました。

私が企画したのは「蚕都上田エクスカーション」です。参加者は７名と少数ながら、全国から町並みに関心のある方々が参加しました。全国から来られた意識の高い方々だけに関心の向かい方も違い、案内する私の方が大きな刺激を受けました。地元の方々にも参加・同行していただき、直接、地元の方々と現地交流できたことも得難い体験として受け止めていただけました。give, then takeの大切さを改めて感じました。

当日は全国町並みゼミの午前のまとめ会の終了後、会場のロイヤルホテル長野をマイクロバスで出発。千曲川沿い	2020-07-18
	61	[image: 歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示]	歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示	2017/10/15、千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館（歴博）を訪れてきました。目的は、上塩尻の蚕種製造に関わる展示を見学するためです。展示場所は第三展示室の「知識と技術」のコーナーです。
「蚕を飼う」「養蚕技術の普及」「桑の葉の収集」「『蚕書の里』上塩尻村」「商品と技術と風雅の交流」「繭の歴年標本」「世界に知られた日本の養蚕技術」というパネル構成です。このうち、「繭の歴年標本」は奥州本場蚕種の梁川の展示。他は全て上塩尻です。

資料として展示されているものは次のとおりです。
・清水金左衛門『養蚕教弘録』1847
・清水金左衛門『養蚕乾湿計用方』メガルカヤを利用した養蚕乾湿計
・座間神社句合わせ
・いははな集　1800年
・「いははな集」参加村と蚕種の行商先
など。

展示は杉仁氏の著作『近世の地域と	2020-07-18
	62	[image: 藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』]	藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』	類まれな蚕種製造家の一人、藤本善右衛門縄葛（つなね）（1815～1890）は、明治10年頃に隠居してから亡くなるまでの十数年間にわたり、『続錦雑誌』（しょくきんざっし）（全89冊）を記し残しています。

『続錦雑誌』隠居時代の教養ある学びの綴りと言ってもいい。現在で言う生涯学習です。さらに今風に言うなら「学習ポートフォリオ」です。知的関心が多方面に及び、その内容は博物学的に多様です。その多くは何らかの書から書き写したもののように見えます。絵の表現力にも感心します。当時の蚕種製造家は蚕種製造技術にたけているだけでなく、豊かな教養も身に付けていることが求められていました。杉仁氏の研究書『近世の地域と村落文化』（2001年）では、上塩尻村の蚕種製造家たちと村落文化についての言及がされています。豊かな教	2020-07-18
	63	[image: 地域の記憶：上塩尻・段々畑の桑園]	地域の記憶：上塩尻・段々畑の桑園	地域のありようは長い間には大きく様変わりします。昔その地域がどうであったのかを確認するにはその当時の資料が欠かせません。人の記憶の中にその様相は残っていても、第三者がそれを確認できるのはデータとして残された何らかの記録です。証言のような言葉（人の記憶）でも補えますが、それを証言してくれる映像なり、道具なり、資料なりがあってその確認ができます。

先日、上塩尻のＳさんのお宅を訪問しました。蚕種製造の中心地・上塩尻の古い資料をデジタルアーカイブ化しようというのがメイントピックです。過去に上塩尻の記録がまとめられたものとしては『塩尻地区写真集：20世紀の歩み』(1999年、塩尻地区写真刊行会)があります。

Ｓさんのお宅にあった一枚の写真に注目。少年たちと大人たちの集合写真です。脱穀作業を共同	2020-07-18
	64	[image: 桑の実摘み体験！]	桑の実摘み体験！	ゼミの活動の一環でエリスンという施設が行っている桑の実摘みのボランティアのお手伝いをしてきました。
元々養蚕業が盛んだった時代に上田市では桑の実の生産が盛んでした。
桑の実は足が速いため市場にそのものが出回ることはなく桑の実を摘む際にしか食べることのできない貴重なもので、とても美味しかったです！	2020-06-28
	65	[image: 『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)
1077頁／容量 129MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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栽桑篇
　第一章　桑園の期限及発達
　第二章　桑品種の変遷
　第三章　桑苗生産の変遷
　第四章　栽培法の桑栽培法
　第五章　桑樹仕立法の変遷
　第六章　桑園肥料
　第七章　歩桑々園の発達
　第八章　夏秋蚕専用桑園の期限及発達
　第九章　桑葉売買
　第十章　桑園災害
　第十一章　桑園の消長
　第十二章　桑園経済
　第十三章　桑園改善に関する本県当局の施設
　第十四章　桑園の分布
　第	2020-06-21
	66	[image: 上田の和菓子屋　名取製餡所]	上田の和菓子屋　名取製餡所	創業120年以上のあんこ専門店である。
毎日手作りで提供される国産「くるみおはぎ」は絶品である。
日本初信州限定の「十割そば羊羹」や、信州大学産の「桑の実羊羹」は上田の名物である。

お手合わせ最中というものもあり、最中生地とあんこが別々になっていて、サクサク感を味わうことができる。
あんこが苦手な人も、最中生地にお好みのものを挟んで食べることができる。

また、今時大人気な「あずき　タピオカ」もある。
インスタ映えに良いかも！	2020-06-12
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